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『
建
物
や
洞
窟
（
ど
う
く
つ
）
内
の
壁
・
天
井
な
ど
に
描
か
れ
た
絵
画
』

　

辞
書
で
「
壁
画
」
と
引
く
と
こ
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

秋
田
緑
ヶ
丘
病
院
の
裏
手
に
は
、
平
成
五
年
に
製
作
さ
れ
た
縦
約
五
メ
ー

ト
ル
、
横
約
三
十
メ
ー
ト
ル
の
壮
大
な
壁
画
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
壁
画
の
作

者
は
、
現
在
八
十
歳
を
越
え
ら
れ
た
Ｈ
・
Ｔ
さ
ん
と
い
う
絵
画
を
描
く
こ
と

が
趣
味
、
特
技
と
し
て
お
ら
れ
た
男
性
で
、
当
院
を
退
院
さ
れ
て
間
も
な
い

頃
に
描
か
れ
た
も
の
で
す
。

　

そ
も
そ
も
、
何
故
こ
の
壁
画
が
出
来
た
か
と
い
え
ば
、
こ
の
Ｈ
さ
ん
の
主

治
医
が
、
Ｈ
さ
ん
な
ら
壁
画
を
描
く
こ
と
が
出
来
る
は
ず
、
是
非
描
い
て
み

な
い
か
と
話
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
Ｈ
さ
ん
は
、
そ
の
よ
う
な
壁

画
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
へ
の
自
信
や
不
安
な
ど
か
ら
、
な
か
な
か
す
ぐ
に
は

返
事
が
出
来
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
Ｈ
さ
ん
は
、
自
分
は
退
院
を
す
る
こ
と
が
出
来
た
が
ま
だ
入
院

し
て
い
る
仲
間
が
い
る
、
こ
ん
な
自
分
で
も
こ
れ
だ
け
の
壁
画
を
描
く
こ
と

が
出
来
る
の
だ
か
ら
、
み
ん
な
も
病
気
を
克
服
で
き
る
は
ず
だ
と
い
う
励
ま

し
と
、
当
院
ス
タ
ッ
フ
へ
の
感
謝
の
意
味
を
込
め
て
作
業
を
開
始
さ
れ
た
の

で
す
。
作
業
ま
で
の
日
数
は
数
十
日
を
要
し
、
完
成
し
た
壁
画
は
、
鳥
海
山

を
主
体
と
し
た
壮
大
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

実
は
こ
の
壁
画
は
、
雨
や
風
雪
に
よ
る
傷
み
や
色
褪
せ
が
あ
り
、
Ｈ
さ
ん

に
よ
る
数
度
の
修
復
作
業
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
も
傷
み
が
目
立
つ
よ

う
に
な
っ
た
た
め
、
六
月
五
日
か
ら
十
九
日
ま
で
修
復
作
業
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
修
復
作
業
完
成
後
の
壁
画
が
、
上
の
写
真
で
す
。

　

今
回
の
作
業
に
入
る
前
Ｈ
さ
ん
は
我
々
職
員
に
涙
を
浮
か
べ
な
が
ら
「
お

そ
ら
く
こ
れ
が
自
分
の
生
涯
最
後
の
仕
事
に
な
る
で
あ
ろ
う
、
命
を
架
け
て

描
か
せ
て
も
ら
う
」と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。
老
齢
に
も
関
わ
ら
ず
、高
い
足
場
、

し
か
も
狭
い
足
場
に
上
が
り
修
復
作
業
を
す
る
そ
の
姿
は
力
強
く
、
芸
術
家

と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
も
の
で
し
た
。

　

Ｈ
さ
ん
は
何
も
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
修
復
作
業
後
の
壁
画
は
向
こ
う

何
年
、
い
や
永
遠
と
品
質
を
保
て
る
よ
う
心
づ
か
い
を
し
て
い
る
の
が
分
か

る
、
心
温
ま
る
素
晴
ら
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
壁
画
の
由
来
を
知
っ
て
い
る
職
員
は
、
実
は
ほ
と
ん
ど
お
り
ま
せ
ん
。

　

始
め
て
知
っ
た
事
実
、
由
来
を
知
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
壁
画
が
何
を
訴

え
か
け
て
い
る
の
か
を
我
々
職
員
は
感
じ
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

壁　
　

画

緑
園
を　

見
お
ろ
す
壁
画
に　

秋
日
向
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日
本
時
間
七
月
十
日
早
朝
、

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
ド
イ
ツ
大
会

決
勝
が
行
わ
れ
、
延
長
、
Ｐ
Ｋ

戦
の
末
、
イ
タ
リ
ア
の
四
度
目

の
優
勝
で
幕
を
閉
じ
た
。

　

私
自
身
、
サ
ッ
カ
ー
経
験
は

全
く
無
い
。
学
校
の
体
育
の

授
業
で
遊
ん
だ
程
度
で
あ
る
。

Ｊ
リ
ー
グ
は
ま
っ
た
く
見
な

い
も
の
の
代
表
戦
は
時
間
の

許
す
限
り
必
ず
見
る
よ
う
に

し
て
い
る
、
い
わ
ば
「
代
表
サ

ポ
ー
タ
ー
」
で
あ
る
。

　

今
大
会
だ
が
、
イ
タ
リ
ア
VS

フ
ラ
ン
ス
の
決
勝
を
予
想
し

た
人
は
少
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
？
ま
た
、
ル
ー
ニ
ー
の

レ
ッ
ド
カ
ー
ド
、
ベ
ッ
カ
ム
の

負
傷
退
場
、
そ
し
て
、
フ
ラ
ン

ス
の
ジ
ダ
ン
の
頭
突
き
レ
ッ

ド
カ
ー
ド
退
場
な
ど
、
話
題
に

事
欠
か
な
い
大
会
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
中
田
英
寿
、
ジ
ダ

ン
、
フ
ィ
ー
ゴ
、
ロ
ベ
カ
ル
、

ト
ッ
テ
ィ
な
ど
の
ス
タ
ー
プ

レ
ー
ヤ
ー
達
の
引
退
は
、
一
つ

の
時
代
の
終
わ
り
を
感
じ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
。

　

Ｗ
カ
ッ
プ
が
終
わ
り
、「〝
祭

り
の
あ
と
の
寂
し
さ
〞
は
、
ど

こ
か
〝
荷
お
ろ
し
う
つ
病
〞
と

似
て
い
る
か
も
」
な
ど
と
想
像

し
、
少
し
ア
ン
ニ
ュ
イ
に
な
っ

た
り
し
て
い
る
。

　

さ
て
こ
こ
で
、
や
は
り
、
我

ら
が
日
本
代
表
に
つ
い
て
触

れ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　

わ
た
し
は
下
手
の
横
好
き

で
草
テ
ニ
ス
を
少
々
や
る
。
そ

こ
で
感
じ
る
の
は
、「
ど
う
も

球
技
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
に
は
、

ど
こ
か
共
通
す
る
特
徴
が
あ

る
よ
う
だ
」
と
い
う
こ
と
。

　

ま
ず
第
一
の
特
徴
と
し
て
、

「
序
盤
に
先
制
し
た
ほ
う
が
有

利
」
と
い
う
点
。
第
二
の
特
徴

と
し
て
、「
一
試
合
の
中
で
必

ず
『
流
れ
』
の
移
り
変
わ
り
が

あ
る
」
と
い
う
こ
と
。
第
三
の

特
徴
と
し
て
、「
初
戦
は
難
し

い
」「
序
盤
の
滑
り
出
し
（
立

ち
上
が
り
）
は
要
注
意
」
と
い

う
こ
と
。

　

一
見
当
た
り
前
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
少
し

考
え
て
み
た
い
。

　

日
本
代
表
の
予
選
リ
ー
グ

敗
退
と
な
っ
た
大
き
な
分
岐

点
は
、「
対
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

戦
」
に
あ
っ
た
と
思
う
。
も
し

仮
に
対
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
戦

で
日
本
が
勝
利
し
「
勝
点
三
」

を
ゲ
ッ
ト
し
て
お
れ
ば
、
き
っ

と
日
本
は
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
へ
進
出
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
れ
は
上
記
の
第
一
＆
三
の

特
徴
に
該
当
す
る
と
言
え
よ

う
。

　

つ
ぎ
に
上
記
第
二
の
特
徴

に
つ
い
て
。
こ
の
試
合
、
日
本

に
得
点
チ
ャ
ン
ス
が
何
度
か

あ
っ
た
。
し
か
し
残
念
な
が

ら
、
日
本
は
チ
ャ
ン
ス
で
決
め

ら
れ
な
か
っ
た
。
自
分
た
ち
に

来
た
「
流
れ
」
を
日
本
は
十
分

に
生
か
せ
な
か
っ
た
。
す
る
と

ど
う
だ
ろ
う
。
後
半
三
十
六
分

過
ぎ
か
ら
、
完
全
に
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
へ
と
「
流
れ
」
が
行
っ

て
し
ま
っ
た
…
。
最
後
は
ご
存

知
の
よ
う
に
、
完
膚
な
き
ま
で

に
撃
沈
さ
れ
て
し
ま
っ
た
…
。

　

あ
る
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
者

に
よ
る
と
、
強
い
チ
ー
ム
に
も

弱
い
チ
ー
ム
に
も
平
等
に
、
必

ず
一
試
合
で
一
〜
二
回
ず
つ

「
流
れ
」
が
訪
れ
る
の
だ
と
い

う
。
そ
の
「
流
れ
」
が
来
た
と

き
に
、
一
気
呵
成
に
攻
め
て
、

い
か
に
集
中
的
に
得
点
で
き

る
か
が
勝
敗
を
分
け
る
の
だ

と
言
う
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
た
め

に
は
、「
流
れ
」
が
今
ど
ち
ら

に
あ
る
の
か
を
、
十
分
意
識
で

き
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

　

話
は
ま
っ
た
く
変
わ
る
が
、

わ
れ
わ
れ
の
医
療
界
も
、
今
後

ま
す
ま
す
競
争
が
厳
し
く
な

る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。「
勝

負
の
法
則
」
と
言
え
ば
大
げ
さ

だ
が
、
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
ス

ポ
ー
ツ
界
の
み
な
ら
ず
、
わ
れ

わ
れ
の
医
療
界
に
も
参
考
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
「
他
に
先
ん
じ
る
こ
と
」「
つ

ね
に
流
れ
を
意
識
し
、
自
分
た

ち
に
流
れ
が
来
た
ら
一
気
に

集
中
す
る
こ
と
」
は
、
我
々
の

仕
事
に
お
い
て
も
大
切
な
姿

勢
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

最
後
に
、
新
生
オ
シ
ム
・

ジ
ャ
パ
ン
の
今
後
に
期
待
し

た
い
。

　

あ
の
日
韓
共
催
や
ア
ジ
ア

カ
ッ
プ
の
時
の
よ
う
な
感
動

を
、
ぜ
ひ
何
度
で
も
、
国
民
皆

で
味
わ
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

W杯ドイツ大会を振り返って

作
業
療
法
科

作
業
療
法
士

西
野　

宏
美

医　局

鈴木　　稔

　

八
月
十
八
日
に
夏
祭
り
を
開
催
し
、

多
く
の
患
者
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
病
棟
職
員
に
よ
る
出
し
物

を
行
い
、
業
務
が
忙
し
い
な
か
職
員
も

患
者
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、

ひ
そ
か
に
練
習
を
重
ね
て
当
日
を
迎
え

ま
し
た
。
本
番
で
は
普
段
見
ら
れ
な
い

職
員
の
姿
に
驚
き
、
笑
い
、
患
者
さ
ん

に
は
大
変
楽
し
ん
で
頂
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
模
擬
店
や
盆
踊
り
に
も
皆
様

積
極
的
に
参
加
さ
れ
、患
者
さ
ん
に
と
っ

て
と
て
も
有
意
義
な
一
日
と
な
っ
た
よ

う
で
す
。

プログラム・ゴスペル披露

西３病棟　職
員出し物

西４病棟　職員出し物

北２病棟　職員出し物

西２病棟　職員出し物
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三
六
五
日
、
毎

日
フ
ル
活
動
の
秋

田
緑
ヶ
丘
病
院

の
台
所
・
栄
養
科

の
紹
介
を
致
し
ま

す
。

　

栄
養
科
は
管
理

栄
養
士
二
名
、
栄

養
士
三
名
、
料
理

長
一
名
、
調
理
師

十
六
名
、
パ
ー
ト
七
名
、
合
計
三
十
二
名
の
大
所

帯
で
す
。
今
回
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
厨
房

の
中
の
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

厨
房
の
中
に
は
人
が
二
〜
三
人
入
れ
る
大
き
な

回
転
釜
や
、
一
釜
で
六
十
人
分
炊
け
る
炊
飯
釜
、

四
〇
〇
人
分
の
魚
や
肉
を
ふ
っ
く
ら
と
焼
い
た
り
、

煮
た
り
で
き
る
ス
チ
ー
ム
コ
ン
ベ
ク
シ
ョ
ン
、
食

中
毒
予
防
や
お
い
し
さ
を
に
が
さ
な
い
た
め
に
食

材
の
温
度
を
急
速
に
下
げ
る
ブ
ラ
ス
ト
チ
ラ
ー
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
機
器
が
並
ん
で
お
り
ま
す
。
お
い

し
い
も
の
を
作
る
た
め
に
、
栄
養
状
態
が
思
わ
し

く
な
い
方
に
は
少
し
で
も
口
に
運
ん
で
も
ら
う
た

め
に
、
調
理
し
て
い
ま
す
。

　

季
節
に
よ
っ
て
同
じ
野
菜
で
も
煮
か
た
を
変
え

た
り
、
お
米
の
種
類
に

よ
っ
て
水
加
減
を
変
え
た

り
な
ど
勤
続
年
数
が
十
五

年
以
上
の
方
が
多
い
調
理

場
は
対
応
が
迅
速
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
記
憶
に
も
新

し
い
と
思
い
ま
す
が
、
今

年
一
月
五
日
の
記
録
的
な

豪
雪
の
日―

。
栄
養
科
の

早
番
七
名
は
ど
う
し
た
の

で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
ぞ
れ

が
雪
の
な
か
を
コ
イ
デ
歩

き
、
途
中
で
車
を
置
い
て
き
た
り
、

一
人
一
人
が
厨
房
を
目
指
し
患
者

さ
ん
へ
の
食
事
の
責
任
感
で
全
員

が
揃
い
、
朝
食
も
無
事
に
配
膳
で

き
た
こ
と
は
す
ご
い
も
の
だ
な
と

感
動
し
ま
し
た
。

　

力
仕
事
が
ほ
と
ん
ど
の
厨
房
の

仕
事
。
お
互
い
の
体
を
気
遣
い
な

が
ら
患
者
さ
ん
へ
安
全
で
美
味
し

い
食
事
を
提
供
す
る
た
め
に
こ
れ

か
ら
も
一
致
団
結
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　最近「心の時代」と言う言葉が良く使われています。
人間は自分の心と上手に付き合うことが出来れば、体
力的に或いは経済的に大変でも、心の豊かな毎日を
送ることが出来ますが、自分の心と上手に付き合えな
いでいると、たとえどんなに物質的に満たされていて
も、毎日惨めで、悲しい気持ちでいっぱいになってし
まいます。人によっては、イライラが続いたり、気持
ちに余裕が無くなって自分ではないような感覚を覚え
たりすることもありますし、それまで出来ていた家事
や趣味が手につかなくなったりします。
　日本人は元来我慢強い性格を持っているため、この
ような精神状態になっても長い間耐える習慣がありま
すが、無理に我慢していると、心も体も疲れきり、家
族や友人とのコミュニケーションさえ、取る事が難し
くなります。こう言った場合にお手伝いが出来るのが、
我々、精神医療従事者です。
　当院では、専門知識の豊富な精神科医の他に、経
験と体力の豊かな看護師や、情報豊かな精神保健福
祉士、そして心の豊かな職員たちが勤めています。心
の悩みだけでなく、最近あまり眠れていない、笑顔が
少なくなった気がする、喜ぶ・楽しむという感覚が鈍
くなった感じがある、忘れっぽくなった、などありまし
たら、お気軽に病院へいらしてください。

 薬剤師長

大沢　里美

「お薬手帳」をご存知ですか？
　薬局で「お薬手帳をお持ちですか？」
と尋ねられたことがありますか？
　「お薬手帳」は、今まで服用したり、
使ったりしたお薬の名前や飲む量、過
去に経験した副作用などを継続的に記
録するための手帳ですが、ただ記録す
るだけではなく、次のような便利な役
割を持っています。

①　他の病院・歯科医院に掛かった時にこの手帳を医師
に見せることで　薬の重複を避けることができます。
②　外出時に急な事故にあった時など、この手帳を携帯
することで服用している薬の内容がわかり、救急救命
処置が円滑に行いやすくなります。
　「お薬手帳」は通院時、外出時必ず持ち歩き、医師・
薬剤師とお薬に関する情報を共有することで、より有効
に活用することができます。
　薬局・薬店でお薬を買った時や、お薬を飲んで気づい
たことを記録するなど、どうぞ積極的に利用してみてく
ださい。
　「お薬手帳」は、掛かりつけ薬局の薬剤師に相談する
と手に入れることができます。

医局　銀谷　　翠

毎日の心療内科

ふれあい看護体験
第６回

ふれあい看護体験
第６回

ふれあい看護体験
第６回

　平成18 年 8月9日、「第 6回ふれあい看護体験」を開催し
ました。毎年「県民が医療関係者との交流や患者さんとのふれ
あいを通して、「看護」「人の命」「精神障害者」について理解
と関心を深める」ことを目的として開催されています。当日の
参加者は13 名で秋田市内の高校生の皆さんです。初めて白衣
とナースキャップを身につけた姿は少し緊張気味でしたが、食
事介助を体験したり作業療法に参加したりと患者さんとふれ合
うちに笑顔も見え始め、「コミュニケーションのとり方は難しかっ
たけれど、患者さんの笑顔に思わず自分も笑顔になり、楽しい
体験になりました。」という感想が聞かれました。
　病棟だけではなく通所授産施設の作業風景や地域生活支援
センターも見学し、精
神科医療と地域支援に
ついても知識を深めて
もらえたことだと思い
ます。

▲集合写真

▲食事介助
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◆初診の場合
　〈受 付 時 間〉午前　８：45 ～ 11：30 まで
　〈受 付 窓 口〉受付・総合案内
　〈診 療 時 間〉平日（土曜日は午前中のみ）
　　　　　　　  　　　９：00 ～ 12：00 
　　　　　　　　　　  14：00 ～ 17：00
　　　　　　　  （午後の診察は予約制になります）
　　　　　　　  但し、救急の場合はその限りではありません。
　〈必要なもの〉 保険証
 ※受給証をお持ちの方は併せて受給者証を提示してください。

◆ 2回目以降受診（再診）の場合は
　〈受 付 窓 口〉外来・再診受付へ
　〈必要なもの〉診察券と予約券

◆専門外来について
「うつ・ストレス外来」「女性専門外来」「思春期外来」「物忘れ外来」
「睡眠障害外来」「てんかん外来」
こちらの外来診療については完全予約制となりますので受付までお電
話下さい。

　毎月1回は保険証の確認をさせていただきますのでご提示願います。

　歯科受診について

◆診療科目　一般歯科 　口腔外科　
　　　　　　   インプラント治療
　　　　　　   ホワイトニング　在宅訪問診療

◆初診の場合
　〈受 付 時 間〉午前　９：00 ～ 16：30  まで
　〈受 付 窓 口〉病院受付・総合案内
　〈診 療 時 間〉平日　９：00 ～ 12：00
　　　　　　　　　　  13：30 ～ 17：00
　 ※水・金曜日の午後は訪問診療のため休診となります。
　〈必要なもの〉 保険証
 ※受給証をお持ちの方は併せて受給者証を提示してください。

◆ 2回目以降受診（再診）の場合
　〈受 付 窓 口〉歯科受付へ直接おいで下さい。
　〈必要なもの〉診察券

　100 回も結婚した人と、一度も結婚していない
人と、結婚にうんざりしている人と、結婚に憧
れている人と、結婚を躊躇っている人と、結婚
と聞いただけでどきどきする人と、結婚につい
て無知な人と、結婚について何本も研究論文を

発表している人と、結婚は色にたとえれば青だという人と、オ
レンジ色だという人と、結婚はゆでたてのスパゲティのような
ものだという人と、順番を間違えたコース料理のようなものだ
という人と、なつかしい人から届いた手紙のようなものだとい
う人と、洗面所の壁の染みのようなものだと思っている人とが、
結婚することになった若い二人のために「結婚おめでとう」の
歌を歌った。すばらしいハーモニーだった。 
　広報誌たけのこ、色んな職種の職員で作っております。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報委員会

病院受診のご案内

Q看護職員がパーカーを着て勤務してい
た。ジャージの着用は理解できるが、
パーカー類はやめてほしい。

A不快な思いをさせてしまい申し訳ございませんでした。
看護衣の発注遅れによるものです。今後は計画的に準備
し、今後このようなことがないよう徹底いたします。

Qねぎとろ丼の刺身が冷たく美味しくなかった。
A解凍が遅れてしまい、冷たさが残っていたようです。大
変申し訳ございませんでした。今後は、解凍時間などに
も十分注意を払ってまいります。

Q男性の看護師がＴシャツで仕事をしているのはおかしい
と思う。

Aクールビズ対策の一環で、夏季期間中はＴシャツの着用
を許可しております。業務の効率や光熱費の削減など総
合的に判断した上での許可ですので、ご理解の程よろし
くお願いいたします。

Q洋式トイレに常時張られている水の量が多く、用を足す
際に滴が跳ね返るので何とかしてほしい。

A関係者でこの件について協議した結果、衛生面からも水
量は減らすべきではないと考えます。対策としては、用
を足す前に水面にペーパーを敷くことにより、滴の跳ね
返りを軽減できると思われます。

意
見
箱

こんにちは。新人です！
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Q&A

今後とも不備な点などがありましたら遠慮なくご指摘下さい。

編集
後記

　８月 4日、第一生命労働組合秋田支部様からの善意によ
り、車椅子 1台が寄贈されました。
　これは、第一生命労働組合のDCR 活動 ( 社会の一員として
社会に役立つ活動を行う ) の一環として行われたものです。
　今回ご恵贈いただいた車椅子は、当院西 1病棟で大事に
使用させていただいております。
　本当にありがとうございました。


